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一
．
問
題
の
所
在

南
宋
の
周
弼
が
編
ん
だ
漢
詩
集
『
三
体
詩
』
は
、
室
町
時
代
に
漢
詩

学
習
の
た
め
の
初
学
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
、
五
山
僧
に
よ
る
講
義
が

行
わ
れ
た
。
増
註
本
『
三
体
詩
』
の
七
言
絶
句
を
注
す
る
抄
物
も
数
多

く
作
製
さ
れ
、
漢
籍
集
部
に
お
い
て
最
も
多
く
の
種
類
の
資
料
が
伝
存

し
て
い
る
（
柳
田
二
〇
〇
四
）。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
蔵
『
絶

句
抄
』（
以
下
、
国
語
研
本
）
も
、
三
体
詩
抄
の
一
つ
で
あ
る
。
国
語
研

本
は
、
簡
便
な
書
誌
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
年
、
カ
ラ
ー
画
像
が
国
語

研
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
集
部
を
原
典
と
す
る

抄
物
の
目
録
で
あ
る
柳
田
（
二
〇
〇
四
）
に
載
っ
て
お
ら
ず
、
取
り
上

げ
る
先
行
研
究
も
存
在
し
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
国
語
研
本
の
素
性
を
詳
ら
か
に
し
、
言
語
資
料

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
以
下
、
次
の
順
で
議
論
を
進
め
る
。

ま
ず
二
節
で
国
語
研
本
の
書
誌
的
事
項
、
三
節
で
国
語
研
本
の
構
成
を

示
す
。
次
い
で
、
四
節
で
先
行
抄
と
の
継
承
関
係
を
解
明
し
、
国
語
研

本
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
五
節
で
先
行
抄
と

共
通
す
る
本
文
に
見
つ
か
る
異
同
に
着
目
し
、
国
語
研
本
の
日
本
語
史

資
料
と
し
て
の
有
用
性
を
示
す
。
調
査
対
象
は
、
実
見
し
た
原
本
、
な

ら
び
に
、
公
開
さ
れ
た
カ
ラ
ー
画
像
で
あ
る
。

二
．
国
語
研
本
の
書
誌
的
事
項

ま
ず
、
国
語
研
本
の
受
け
入
れ
の
経
緯
や
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
確

古

田

龍

啓

国
立
国
語
研
究
所
蔵
『
絶
句
抄
』
に
つ
い
て
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認
す
る
。

国
語
研
図
書
室
に
よ
れ
ば
、
国
語
研
本
は
、
東
京
の
古
書
店
・
一
誠

堂
書
店
か
ら
購
入
し
、
一
九
五
五
年
六
月
に
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る

（
注
１
）。

帙
の
題
簽
に
「
三
体
詩
鈔　

片
仮
名
鈔　

富
岡
鉄
斎
旧
蔵　

三
冊
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
画
家
で
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
富
岡
鉄
斎
（
一

八
三
六
～
一
九
二
四
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

鉄
斎
が
か
つ
て
本
書
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、『
富
岡
文
庫
御
蔵
書

第
二
回
入
札
目
録
』（
昭
和
一
四
年
［
一
九
三
九
］
三
月
入
札
、
以
下

『
入
札
目
録
』）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。『
入
札
目
録
』
三
八
五
番
に
、

後
述
す
る
国
語
研
本
の
特
徴
と
一
致
す
る
「
三
体
詩
抄　

写
三
冊
」「
カ

ナ
古
抄
本　

元
和
九
年
奥
書
あ
り
」
の
記
載
が
あ
る
。

国
語
研
本
は
、
長
ら
く
国
語
研
に
所
蔵
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
語
史
資

料
と
し
て
は
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
原
本
調
査
に
基
づ
き
、
主
要
な
書
誌
的
事
項
を
⑴
に
示
す
。

先
ん
じ
て
国
語
研
の
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
項
目
に
は
、
右
肩
に

＊
を
付
し
た
。
書
き
入
れ
の
詳
細
、
識
語
や
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
別

途
、
取
り
上
げ
る
。

⑴
＊

全
三
巻
（
上
・
中
・
下
）
三
冊　

袋
綴　

本
文
一
筆

【
＊

請
求
記
号
】
Ｗ
五
二
―
六
／
Ｓ
Ａ
六
七
／
一
～
三

【
寸
法
】
縦
二
五
㌢
×
横
一
一
㌢ 

【
表
紙
】
原
装
栗
皮
表
紙　
【
料
紙
】
楮
紙　
【
行
数
】
半
葉
一
二
行

【
＊

外�

題
】
第
一
冊
は
表
紙
左
側
に
打
ち
付
け
書
き
で
、「
上　

絶

句
抄
」
と
墨
書
。
第
二
、
第
三
冊
は
「
上
」
に
替
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
中
」「
下
」

【
＊

内
題
】
増
註
唐
賢
絶
句
三
体
詩
法
（
上
・
3
オ
）	

【
尾
題
】
三
体
増
註
抄
（
下
巻
末
）

【
丁�

数
（
墨
付
）】
上
巻
八
七
丁
、
中
巻
八
三
丁
、
下
巻
九
九
丁

（
注
２
）

【
書
写
年
代
】
近
世
初
期

【
書�

き
入
れ
】
人
名
・
地
名
・
書
名
の
朱
引
、
墨
・
朱
の
補
入
や
異

本
注
記
な
ど
あ
り

識
語
は
、
各
巻
末
に
、「
三
ノ
内
乾
徳
寺
／
紙
数
八
十
四
丁
」（
上
・

86
ウ
）（
／
は
改
行
、
紙
数
は
中
巻
「
八
十
二
丁
」、
下
巻
「
百
丁
」）
と

あ
る
。
ま
た
、
巻
末
遊
紙
や
裏
表
紙
見
返
し
に
、
本
文
と
は
別
筆
で
、

「
三
巻
之
裏
／
松
寿
什
物
／
現
住
単
杜
多
手
記
焉
」（
上
・
巻
末
遊
紙
オ
、

中
・
下
は
「
単
杜
多
」
で
は
な
く
「
単
頭
陀
」）、「
慈
眼
常
住
／
三
ヶ
之

内
」（
上
・
巻
末
遊
紙
ウ

（
注
３
））

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

蔵
書
印
は
、
各
巻
末
の
識
語
「
松
寿
什
物
」
の
上
に
、
単
辺
方
形
陽

刻
「
慈
眼
常
住
」（
上
・
巻
末
遊
紙
オ
な
ど
）
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
同
じ
も
の
が
、
第
一
首
「
華
清
宮
」
の
注
釈
が
始
ま
る
上
・
6
ウ

に
も
あ
る
。
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六
四
二
）、
乾
徳
寺
の
住
持
と
な
り
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
は
、

妙
心
寺
第
一
座
も
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
黄
檗
宗
の
祖
・
隠
元

に
謁
見
し
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
に
慈
眼
寺
の
開
祖
と
な
り
、

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
示
寂
し
て
い
る
。
妙
心
寺
で
千
人
を
超
え

る
聴
講
者
に
『
伝
心
法
要
』
の
講
義
を
行
う
な
ど
、
優
れ
た
学
僧
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
越
伝
の
経
歴
に
は
、
識
語
に
現
れ
る
「
乾
徳
寺
」、
蔵
書
印

「
慈
眼
常
住
」
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
「
慈
眼
寺
」
の
名
が
見
え
る
。

他
方
、
越
伝
の
弟
子
・
単
伝
の
出
生
地
や
出
生
年
は
不
明
で
、
そ
の

行
状
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
で
き
て
い
る
こ
と
は
少
な
い

（
注
６
）。『

東
春
日
井

郡
誌
』
所
収
の
「
春
日
井
郡
上
條
新
田
紫
金
山
慈
眼
寺
古
記
録
」（
以

下
、「
慈
眼
寺
古
記
録

（
注
７
）」）

に
よ
る
と
、
越
伝
の
死
後
、
慈
眼
寺
は
そ
の

弟
子
・
無
関
が
継
ぐ
が
、
無
関
も
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
る
。
そ
の
た

め
、「
慈
眼
寺
、
長
寿
寺
共
無
住
に
相
成
、
越
伝
弟
子
単
伝
、
天
桂
両
人

御
座
候
得
共
、
若
年
に
而
大
寺
の
住
職
相
勤
か
た
く
」、
慈
眼
寺
は
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
廃
絶
す
る
。
し
か
し
、
⑶
に
示
す
よ
う
に
、
宝

永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
慈
眼
寺
は
単
伝
の
申
請
に
よ
り
越
伝
の
通
所
・

松
寿
亭
に
再
興
さ
れ
る

（
注
８
）。「

松
寿
什
物
」
の
「
松
寿
」
は
、
慈
眼
寺
再
興

の
地
と
な
っ
た
松
寿
亭
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶�

幸
ひ
右
越
伝
通
所
、春
日
井
郡
上
條
新
田
の
内
松
寿
亭
と
申
庵
有
レ

之
、
宝
永
六
丑
年
右
庵
へ
知
多
郡
須
佐
村
、
正
衆
寺
控
正
覚
寺
を

識
語
や
蔵
書
印
に
は
、
寺
院
名
「
乾
徳
寺
」、
当
該
敷
設
の
備
品
で
あ

る
こ
と
を
示
す
「
松
寿
什
物
」「
慈
眼
常
住
」、
僧
名
を
表
す
「
単
杜
多

（
単
頭
陀
）」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
確
認
で
き
る
。
は
じ
め
に
、
こ
れ

ら
が
指
し
示
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
⑵
に
ま
と
め
、
以
下
、
説
明
を

加
え
て
い
く
。

⑵
ａ　

乾
徳
寺
…�

現
在
、
名
古
屋
市
瑞
穂
区
に
位
置
す
る
臨
済
宗
妙

心
寺
派
の
寺
院
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
開
創

　

ｂ　

松
寿
（
什
物
）
…
松
寿
亭
（
愛
知
県
春
日
井
市
、
現
存
せ
ず
）

　
ｃ　

慈
眼
（
常
住
）
…
黄
檗
宗
・
慈
眼
寺
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

　

ｄ　

単
頭
陀
…�

単
伝
元
指
（
？
～
一
七
二
八

（
注
４
）、天

和
二
年
［
一
六
八

二
］
嗣
法
）。
越
伝
道
付
（
一
六
一
六
～
一
六
八
三
）

の
弟
子
で
、
慈
眼
寺
を
再
興
し
、
住
職
を
務
め
る

識
語
「
単
杜
多
手
記
焉
」
を
基
に
、
国
語
研
本
の
書
写
者
を
単
伝
元

指
と
推
測
し
た
が
、
本
書
の
成
立
の
経
緯
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
単
伝

の
師
で
あ
る
越
伝
道
付
の
事
績
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

越
伝
の
弟
子
・
無
関
元
晃
（
生
没
年
不
詳
、
延
宝
六
年
［
一
六
七
八
］

嗣
法
）
が
編
ん
だ
『
越
伝
禅
師
慈
眼
禅
寺
語
録
』（
貞
享
三
年
［
一
六
八

六
］
刊
）「
行
由
」
に
よ
る

（
注
５
）と

、
越
伝
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、

尾
張
に
生
ま
れ
る
。
乾
徳
寺
の
三
霊
紹
省
に
学
び
、
寛
永
一
九
年
（
一
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申
請
、
一
寺
建
立
仕
度
之
旨
奉
レ
願
候
処
、
単
伝
志
の
程
奇
特
に

被
二
思
召
一
、
…
中
略
…
紫
金
山
慈
眼
寺
と
申
寺
号
、
右
正
覚
寺
御

引
替
へ
に
相
成
、
以
前
之
通
慈
眼
寺
と
改
号
被
二
仰
付
一

�

（
慈
眼
寺
古
記
録
）

国
語
研
本
の
書
写
の
経
緯
や
所
蔵
先
の
変
更
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
乾
徳
寺
に
お
い
て
単
伝
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
た
め
、
巻
末
の
識
語
に
「
乾
徳
寺
」
と
記
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
越
伝
の
通
所
で
あ
っ
た
松
寿
亭
所
蔵
の
「
松
寿
什
物
」
と
な
り
、

新
た
に
そ
の
旨
が
、
別
人
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
、
最
終
的
に
、
松

寿
亭
が
慈
眼
寺
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
識
語
「
松
寿
什
物
」
の
上
に

「
慈
眼
常
住
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
識
語
や
蔵
書
印
に
見
え
る
「
乾
徳
寺
」

「
松
寿
什
物
」「
慈
眼
常
住
」「
単
頭
陀
」
を
統
一
的
に
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
春
日
井
市
教
育
委
員
会
事
務
局
（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
、

慈
眼
寺
に
残
る
「
木
造
聖
観
世
音
菩
薩
坐
像
」
の
背
・
像
底
に
は
、
国

語
研
本
の
識
語
「
松
寿
什
物
／
現
住
単
杜
多
手
記
焉
」
に
類
似
す
る
「
弘

法
大
師
作　

松
寿
什
物
現
住
単
伝
求
焉
」
の
墨
書
き
が
あ
る
。
こ
の
事

実
か
ら
も
、
⑵
の
推
定
は
裏
付
け
ら
れ
る
。
後
述
す
る
先
行
抄
と
の
関

係
と
も
矛
盾
し
な
い
。

問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
国
語
研
本
の
書
写
年
で
あ
る
。
⑴
で
は
、

「
近
世
初
期
写
」
と
推
定
し
た
が
、
国
語
研
の
サ
イ
ト
は
「
一
六
二
三

［
元
和
九
］
年
以
前
写
」
と
す
る
。
国
語
研
が
示
す
推
定
年
は
、
下
巻
の

裏
見
返
し
に
記
さ
れ
た
⑷
の
割
注
部
に
見
え
る
「
元
和
九
年
」
に
基
づ

く
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷�

此
集
ヲ
始
テ
講
ス
ル
ハ
、
妙
喜
庵
ノ
祖
・
中
岩
和
尚
入
唐
シ
テ
ヨ

リ
ノ
事
也
。
其
後
／
相
国
普
光
院
ノ
祖
・
観
中
和
尚
入
唐
シ
テ
日

本
ニ
盛
也
。
／
宋
理
宗
淳
祐イ

ウ

十
年
庚
戌
秋
八
月
周
弼
成
此
集
《
至

日
本
元
和
九
年
凡
／
三
百
七
十
一
年
カ
》。

� 
《

》
内
は
割
注
、
／
は
改
行

国
語
研
の
解
説
は
、
大
尾
に
現
れ
る
⑷
に
「
元
和
九
年
」
と
あ
る
こ

と
を
根
拠
に
、
⑷
が
一
六
二
三
年
に
記
さ
れ
、
⑷
よ
り
前
に
位
置
す
る

本
体
部
分
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
書
写
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

本
稿
は
、
書
写
者
を
単
伝
元
指
と
み
る
が
、
単
伝
書
写
説
と
「
一
六

二
三
［
元
和
九
］
年
以
前
写
」
と
い
う
解
釈
は
両
立
し
な
い
。
単
伝
は
、

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
に
没
し
て
お
り
、
越
伝
（
一
六
八
三
年
没
）

に
次
い
で
、
弟
子
の
無
関
が
亡
く
な
っ
た
際
、
単
伝
が
住
職
を
務
め
る

に
は
「
若
年
」
で
あ
っ
た
と
す
る
「
慈
眼
寺
古
記
録
」
を
考
慮
に
入
れ
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る
と
、
一
六
二
三
年
当
時
、
単
伝
が
生
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い

た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
書
写
年
の
手
が
か
り
を
国
語
研
本
の
本
文
に
求
め

る
と
、
⑸
に
示
す
記
述
が
見
つ
か
る
。
⑸
ａ
で
は
、
天
文
三
年
（
一
五

三
四
）
成
立
の
『
四
河
入
海
』
の
解
釈
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

⑸
ｂ
に
は
、「
常
庵
和
尚
ノ
講
」
と
あ
り
、
常
庵
竜
崇
（
一
四
七
〇
～
一

五
三
六
）
の
解
釈
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
芳
賀
（
一
九
六
〇
）
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
常
庵
は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
三
条
西
邸

で
三
体
詩
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

⑸
ａ　

私
ニ 

四
河
入
海 

ニ
ハ
玉
奴
ハ
誤
ト
シ
タ
ソ
。�

（
下
・
16
オ
）

　

ｂ　

�

楓
橋
ト
ハ
橋
ハ
石
シ
橋
ソ
。
楓
ハ
二
三
本
ア
ル
ソ
。
…
中
略

…
此
義
ハ 

常
庵
和
尚
ノ
講 

ソ
。�

（
上
・
21
ウ
、
22
オ
）

こ
の
よ
う
に
、
本
文
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
天
文
三
年
（
一
五

三
四
）
以
降
に
国
語
研
本
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

⑷
の
解
釈
を
巡
り
、
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
国
語
研
本
の
上
巻
・
内

題
の
前
に
、『
三
体
詩
塩
瀬
宗
和
抄
』（
元
和
六
年
［
一
六
二
〇
］
刊
。

以
下
、
塩
瀬
宗
和
抄
）、『
三
体
詩
素
隠
抄
』（
元
和
八
年
［
一
六
二
二
］

刊
。
以
下
、
素
隠
抄
）
と
共
通
す
る
本
文
が
見
つ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

異
同
を
添
え
て
、
⑹
に
一
部
を
掲
げ
る
（

が
国
語
研
本
、

が
塩
瀬

宗
和
抄
。
訓
点
の
異
同
は
略
す
）。

⑹
ａ　

�

詩
法
有リ
二
十
体
一
。
一ニ

ハ 

起
二
于
第
一
句ニ
一
、
二ニ

ハ 

起
二
于
第
二
句ニ
一
、

三ニ
ハ 

起
二
于
第
三
句
一
。
伯
弜
カ
家
法
、
是
也
。

　
　
　
　

詩
法
―
又
詩
法

　
　
　

�（
国
語
研
本
・
上
・
1
オ
、
素
隠
抄
・
巻
一
・
三
体
絶
句
一
・

8
オ
）

　

ｂ　

�

風
・
雅
・
頌
ヲ
三
経
ト
タ
テ
ニ
シ
テ
、
賦
・
比
・
興
ヲ
緯
ト

ヌ
キ
ニ
シ
テ
、
布
ナ
ン
ト
ヲ
ヲ
リ
タ
如
ク
ニ
シ
タ
物
ソ
。
サ

テ
風
ニ
百
五
十
一
、
雅
ニ
百
十
一
、
頌
ニ
四
十
有
ソ
。

　
　
　
　

�

タ
テ
ニ
シ
テ
―
タ
テ
ニ
シ
、 

緯
―
三
緯

�

（
国
語
研
本
・
上
・
2
オ
、
塩
瀬
宗
和
抄
・
序
・
2
オ
）

下
巻
末
に
記
さ
れ
た
⑷
（
⑺
ｃ
に
再
掲
）
も
、⑺
ａ
、ｂ
に
示
す
よ
う

に
、
同
文
が
塩
瀬
宗
和
抄
に
見
つ
か
る
。
⑷
は
、『
入
札
目
録
』
が
述
べ

る
よ
う
な
「
奥
書
」
で
は
な
く
、
先
行
抄
に
基
づ
く
書
き
入
れ
で
あ
る
。

⑺
ａ　

�

此
集
ヲ
始
テ
講
ス
ル
ハ
、
妙
喜
庵
ノ
祖
・
中
岩
和
尚
入
唐
シ

テ
ヨ
リ
ノ
事
也
。
其
後
相
国
普
光
院
ノ
祖
・
観
中
和
尚
入
唐

シ
テ
日
本
ニ
盛
也
。�

（
塩
瀬
宗
和
抄
・
一
・
22
ウ
）

　

ｂ　

宋
理
宗
淳
祐
十
年
庚
戌
秋
八
月
周
弼
成
此
集
。



― 66 ―

�

（
塩
瀬
宗
和
抄
・
一
・
23
オ
）

　
ｃ　

�
此
集
ヲ
始
テ
講
ス
ル
ハ
、
妙
喜
庵
ノ
祖
・
中
岩
和
尚
入
唐
シ

テ
ヨ
リ
ノ
事
也
。
其
後
相
国
普
光
院
ノ
祖
・
観
中
和
尚
入
唐

シ
テ
日
本
ニ
盛
也
。
宋
理
宗
淳
祐イ

ウ

十
年
庚
戌
秋
八
月
周
弼
成

此
集
《
至
日
本
元
和
九
年
凡
／
三
百
七
十
一
年
カ
》。	

�

（
国
語
研
本
・
下
・
裏
見
返
し
）

割
注
で
挿
入
さ
れ
た
「
元
和
九
年
」
は
塩
瀬
宗
和
抄
に
は
な
く
、
国

語
研
本
の
書
写
者
が
、
書
き
入
れ
時
の
年
を
新
た
に
付
け
加
え
た
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
書
き
入
れ
の
典
拠
と
な
っ
た
の
が

元
和
九
年
に
転
写
さ
れ
た
塩
瀬
宗
和
抄
（
も
し
く
は
⑷
を
有
す
る
別
抄
）

で
、
典
拠
に
あ
る
「
元
和
九
年
」
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、「
単
杜
多
手
記
焉
」
と
い
う
識
語
や
単

伝
の
没
年
を
根
拠
に
、「
一
六
二
三
［
元
和
九
］
年
以
前
写
」
と
い
う
解

釈
は
採
ら
ず
、「
書
写
者
は
単
伝
」、
書
写
年
は
「
近
世
初
期
」（
一
七
世

紀
後
半
か
）
と
結
論
づ
け
る
。

三
．
国
語
研
本
の
構
成

続
い
て
、
国
語
研
本
の
構
成
を
確
認
す
る
。
国
語
研
本
は
、『
三
体

詩
』
の
七
言
絶
句
全
一
七
四
首
の
注
釈
を
載
せ
る
。
詩
題
だ
け
で
は
な

く
、
注
釈
対
象
で
あ
る
絶
句
全
体
も
掲
載
し
て
お
り
、
詩
に
は
訓
点
も

付
さ
れ
て
い
る
。
⑻
に
示
す
よ
う
に
、
ま
ず
詩
題
が
あ
り
、
詩
題
や
作

者
に
対
す
る
注
釈
が
示
さ
れ
る
。
次
い
で
、
作
者
や
漢
詩
本
文
が
掲
げ

ら
れ
、
漢
詩
の
注
釈
文
が
示
さ
れ
る
。

⑻�

懐
二
呉
中
馮
秀
才
一　
　

呉
中
ト
ハ
呉
ト
云
フ
用
マ
テ
ソ
。
中
ハ
ツ

ケ
字
ソ
。
杜
牧
在
京
師
作
ソ
。
秀
才
ト
ハ
才
ア
ツ
テ
不
試
ヲ
云
ソ
。

�

杜
牧　

京
ニ
テ
作
ソ
。

長
洲
苑ノ 

外
草
蕭
々�

却
算レ

ハ二
遊
程
一
歳
月
遥ナ

リ

只
有
二
別
時ノ

ミ 

一
今
不ス 

忘�

暮
煙ノ 

秋
雨
過シ

コ
ト
ヲ

二     

楓
橋ヲ
一

長
洲
―
長
洲
ハ
呉
ノ
県
名
也
。
呉
ハ
周
時
ハ
太
伯
ヲ
封
シ
タ

処
ソ
。�

（
国
語
研
本
・
中
・
43
オ
、
43
ウ
）

ま
た
、『
三
体
詩
』
の
講
義
や
注
釈
を
行
っ
た
五
山
僧
・
希
世
霊
彦

（
村
）、
万
里
集
九
（
梅
）、
惟
肖
得
巌
（
肖
）
ら
の
解
釈
・
訓
法
を
示
す

傍
注
や
注
釈
文
も
見
つ
か
る

（
注
９
）。

た
と
え
ば
、
⑻
の
漢
詩
本
文
「
今
不ス 

忘
」

に
は
、「
今イ

マ
ニ

不ス

忘
ワ
ス
ラ
レ

」
と
の
朱
筆
の
右
傍
訓
が
「
村
・
梅
点
」
と
と
も

に
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
左
傍
訓
と
し
て
、「
今
不ジ

忘ス
レ

」「
肖
点
」

の
墨
筆
が
あ
る
。
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四
．国
語
研
本
の
本
文
―
先
行
抄
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―

四
．
一
．
桃
源
抄
（
駒
大
本
）
と
の
関
係

次
に
、
先
行
抄
と
の
継
承
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
い
。
結

論
を
先
に
述
べ
る
と
、
国
語
研
本
は
、
五
山
僧
・
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三

〇
～
一
四
八
九
）
の
三
体
詩
抄
（
以
下
、
桃
源
抄
）
と
ほ
ぼ
同
一
、
も

し
く
は
、
そ
の
改
編
・
要
約
版
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
注
釈
文
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
現
在
、
所
在
が
確
認
さ
れ

て
い
る
唯
一
の
桃
源
抄
で
あ
る
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
『
三
体
唐
詩
絶
句

鈔
』（
以
下
、
駒
大
本
）
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
古
田
（
二
〇
二
一
）

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
駒
大
本
は
、
一
韓
智
翃
（
生
没
年

不
詳
）
が
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
に
写
し
た
旨
の
識
語
を
持
つ
一
韓

書
写
本
の
転
写
本
で
あ
り
、
七
言
絶
句
一
七
四
首
中
一
二
二
首
の
注
釈

文
を
有
す
る
桃
源
抄
の
零
本
で
あ
る
。

駒
大
本
の
全
一
二
二
首
に
つ
い
て
国
語
研
本
と
の
対
応
関
係
を
調
べ

る
と
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
絶
句
に
共
通
す
る
内
容
が
見

え
、
桃
源
抄
の
本
文
が
必
要
に
応
じ
て
改
め
ら
れ
、
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

⑼
ａ
は
、
傍
線
を
付
し
た
「
ソ
」
と
「
也
」
の
相
違
、「
詳
」
と
「
祥
」、

「
晦
日
」
と
「
ヲ
ウ
ツ
ゴ
モ
リ
ノ
日
」
と
い
う
表
記
の
異
な
り
を
除
き
、

両
本
は
等
し
い
。
⑼
ｂ
は
、
傍
線
部
の
相
違
の
他
に
、「
坐
ハ
堂
下
ニ
坐

ス
ル
也
」
と
い
う
独
自
部
分
（
点
線
部
）
が
国
語
研
本
に
あ
る
が
、
大

部
分
が
一
致
す
る
。

ま
た
、
⑼
ｃ
に
示
す
よ
う
に
、
駒
大
本
で
は
、
桃
源
が
自
説
を
述
べ

る
際
に
、「
愚
」
と
い
う
自
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
国
語
研
本
は
桃
源
の
説
で
あ
る
こ
と
を
明
記
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
「
愚

カ
心
」
と
引
い
て
い
る
。

⑼

国
語
研
本

駒
大
本

ａｂｃ

金
吾
―
金
吾
ハ
日
本
テ
ハ
左
衛
門
ノ

カ
ラ
名
ソ
。
注
ニ
詳
也
。
除
夜
ハ
晦
日

也
。
儺
ハ
ヲ
ニ
アヤ

ラ
イ
ト
ヨ
ム
ソ
。

�

（
上
・
30
オ
）

慈
氏
和
尚
ノ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
、
坐シ

テ

 

吹
レ

笙
ノ
坐
ノ
字
妙
也ナ

リ

。
坐
ハ
堂
下
ニ
坐
ス

ル
也
。
王
建
カ
自
愧
ル
心
ア
リ
。
二
百

四
十
人
ノ
中
ノ
楽
人
ノ
数
ニ
備
テ
、
ケ

ウ
〳
〵
坐
ニ
連
テ
笙
ヲ
吹
イ
テ
堂
下
ニ

坐
ス
ル
マ
テ
ソ
。�

（
上
・
31
オ
）

 

愚
カ
心 

ナ
ラ
ハ
、
ナ
セ
ニ
白
髪
ニ
ナ
ラ

フ
ソ
ト
云
ヘ
ハ�

（
上
・
66
ウ
）

金
吾
―
金
吾
ハ
日
本
テ
ハ
左
衛
門
ノ

カ
ラ
名
也
。
注
ニ
祥
也
。
除
夜
ハ
ヲ
ウ

ツ
ゴ
モ
リ
ノ
日
也
。
儺
ハ
ヲ
ニ
ア
ラ
イ

ト
ヨ
ム
ソ
。�

（
14
ウ
）

慈
氏
和
尚
ノ
ヲ
ウ
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
坐
吹

笙
ノ
坐
ノ
字
妙
ナ
ソ
。
王
建
カ
自
愧
心

ナ
リ
。
二
百
四
十
人
ノ
中
ノ
楽
人
ノ
数

ニ
備
テ
、
キ
ウ
〳
〵
坐
ニ
連
テ
笙
ヲ
吹

マ
テ
ソ
。�

（
15
オ
）

 

愚
カ
心 

ナ
ラ
ハ
、
ナ
セ
ニ
白
髪
ニ
ナ
ラ

ウ
ト
云
ヘ
ハ�

（
31
ウ
）

そ
の
一
方
で
、
内
容
は
等
し
い
が
、
相
違
の
目
立
つ
例
も
あ
る
。「
澧
」

の
読
み
方
を
問
題
と
す
る
⑽
は
、
い
ず
れ
も
、「
レ
イ
」「
ホ
ウ
」
両
方
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の
音
が
あ
る
こ
と
を
説
く
点
は
共
通
す
る
が
、
国
語
研
本
の
み
が
、
点

線
を
付
し
た
天
隠
や
希
世
（
村
）
の
説
、
万
里
（
梅
）
が
紹
介
す
る
『
方

輿
勝
覧
』（
方
ヨ
）
の
引
用
を
有
す
る
。
棒
線
を
付
し
た
後
半
部
の
文
章

も
異
な
る
。

⑽

国
語
研
本

駒
大
本

澧レ
イ

ホ
ウ　

両
説
。
天
隠
モ
音
礼
、
上
声

也
。
村
云
、
音
豊
、
敷
中
反
、
水
出
扶

風
云
々
。
梅
謂
、
方
ヨ
卅
、
澧
水
在
澧

陽
県
南
六
十
歩
云
々
。
澧
水
―
兼
テ

友
人
カ
雍
陶
ニ
ヲ
シ
ユ
ル
ヤ
ウ
ハ
、
澧

水
橋
カ
ラ
シ
テ
本
ノ
大
道
テ
ハ
ナ
ウ

テ
、
西
ノ
方
ヘ
小
路
ノ
斜
ヲ
タ
ツ
ネ
テ

コ
ヨ
ト
云
ホ
ト
ニ
、
サ
テ
大
道
ニ
ア
ラ

ネ
ハ
、
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
ト
、
フ
ミ
マ
ヨ

イ
マ
ハ
ル
ホ
ト
ニ
、
日
タ
ク
ル
マ
テ
ア

ル
ク
ソ
。�

（
上
・
34
オ
）

澧
水
橋
―
澧レ

イ

水
ト
ヨ
マ
ウ
ト
云
イ
、

澧ホ
ウ

水
ト
ヨ
マ
ウ
ト
モ
云
ソ
。
其
ナ
ラ
ハ

澧
ト
カ
ヽ
ウ
□
□
カ
ヨ
イ
□
云
。
ト
レ

テ
ア
ラ
ウ
ス
ヤ
ラ
、
ト
チ
テ
モ
ア
レ
ソ
。

友
人
カ
雍
陶
ニ
約
束
シ
テ
ヲ
シ
ユ
ル
ヤ

ウ
ハ
、
澧
水
橋
カ
ラ
シ
テ
本
ノ
大
道
テ

ハ
ナ
ウ
テ
、
四
方
ヘ
小
路
ノ
斜
ヲ
タ
ツ

ネ
テ
コ
ヨ
ト
云
ホ
ト
ニ
、
ヱ
リ
〳
〵
ト

尋
ル
ホ
ト
ニ
、
日
ノ
タ
ク
ル
マ
テ
尋
レ

ト
モ
、
マ
タ
ヽ
ツ
ネ
ヱ
ス
。
�

（
16
ウ
、
□
は
虫
損
）

さ
ら
に
、
駒
大
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
五
四
首
に
つ
い
て
、
諸
僧

の
解
釈
を
集
成
す
る
清
家
文
庫
蔵
三
体
詩
抄
（
以
下
、
清
家
文
庫
本
）

に
掲
載
さ
れ
た
桃
源
抄
の
引
用
に
依
拠
し
比
較
を
試
み
る
と
、
一
〇
〇

例
中
七
八
例
が
国
語
研
本
に
み
つ
か
る
。
⑾
に
示
す
よ
う
に
、
駒
大
本

が
欠
く
後
半
部
に
つ
い
て
も
、
桃
源
抄
と
の
継
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

⑾

国
語
研
本

清
家
文
庫
本

ａｂ
従
弟
ト
云
ハ
、
イ
ト
コ
ト
シ
ソ
。
其
中

デ
我
ヨ
リ
弟
ヲ
ハ
従
弟
ト
云
イ
、
我
ヨ

リ
兄
ヲ
ハ
従
兄
ト
云
ソ
。
略
ニ
云
ソ
。

懇
ニ
云
ニ
ハ
、
従
父
兄
弟
ト
云
ソ
。

�

（
下
・
67
ウ
）

此
詩
ハ
、
前
ノ
黄
陵
廟
詩
ノ
後
ニ
作
耶
。

古
今
未
詳
之
詩
也
。
愚
昔
少
リ
シ
時
、

一
二
ノ
講
ヲ
聞
タ
レ
ト
モ
、
其
説
不
分

明
。�

（
下
・
9
ウ
、
10
オ
）

桃
云
、
従
弟
ト
云
ハ
、
イ
ト
コ
ト
シ
ソ
。

其
中
テ
我
ヨ
リ
弟
ヲ
ハ
従
弟
ト
云
イ
、

我
ヨ
リ
兄
ヲ
ハ
従
兄
ト
云
ソ
。
イ
ト
コ

ト
シ
ヲ
ハ
従
兄
弟
ト
云
ソ
。
略
ニ
云
ソ
。

懇
ニ
云
ニ
ハ
従
父
兄
弟
ト
云
ソ
。

�

（
三
・
78
ウ
）

桃
云
、
此
詩
ハ
、
前
ノ
黄
陵
廟
詩
ノ
後

ニ
作
耶
。
古
今
未
詳
之
詩
也
。
愚
者
少

リ
シ
時
、
一
二
ノ
講
ヲ
聞
タ
レ
ト
モ
、

其
説
不
分
明
。�

（
三
・
42
オ
）

ま
た
、
古
田
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
抄
物
研
究
史
に
お
い
て
、
い
ち

早
く
桃
源
抄
を
取
り
上
げ
た
新
村
出
（
一
八
七
六
～
一
九
六
七
）
が
依

拠
し
た
の
が
、
相
国
寺
に
伝
存
し
た
「
桃
源
自
筆
」
と
さ
れ
る
本
で
あ
っ

た
こ
と
、
雑
誌
『
芸
文
』
第
壱
年
第
二
号
（
一
九
一
〇
）
の
「
彙
報
」

覧
「
新
刊
書
批
評
紹
介
」
に
載
る
『
諺
語
大
辞
典
（
藤
井
乙
男
氏
編
）』

に
関
す
る
新
村
が
著
し
た
と
み
ら
れ
る
匿
名
「
Ｓ
」
の
論
考
に
、「
桃
源

自
筆
本
」
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
当
該
の
引
用
文
が
、
国
語
研
本
に
見

つ
か
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
引
用
例
に
つ
い
て
、
両
者

の
対
応
関
係
を
⑿
に
示
す
と
、「
ト
カ
モ
ナ
キ
」「
ト
ガ
ナ
キ
」
と
い
っ

た
差
異
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
す
べ
て
が
国
語
研
本
で
確
認
で
き
る
。

管
見
の
限
り
、
す
べ
て
の
引
用
例
が
見
つ
か
る
三
体
詩
抄
は
、
集
成
抄

も
含
め
国
語
研
本
の
み
で
あ
り
、
桃
源
抄
と
の
近
さ
が
窺
わ
れ
る
。
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⑿

国
語
研
本

匿
名
「
Ｓ
」
の
引
用

ａｂｃｄ
メ
ト
ヽ
酔
タ
レ
ト
モ
酒
ノ
酔
イ
本
性
ヲ

不
㆑
忘
ト
云
テ
意
ハ
チ
ツ
ト
モ
不ル
レ
迷

ソ
。�

（
上
・
18
オ
）

ト
カ
モ
ナ
キ
枕
ガ
ナ
ケ
ラ
ル
ヽ
ト
云
ヤ

ウ
ニ
ソ
戯
テ
愁
ノ
心
ヲ
ウ
ツ
ス
也
。

�
（
上
・
33
オ
、
ウ
）

公
道
ノ
世
間
ト
云
タ
モ
、
グ
リ
ハ
マ
、

ハ
マ
グ
リ
ホ
ト
ノ
コ
ト
ソ
。
サ
ノ
ミ
チ

カ
イ
ハ
ナ
イ
ソ
。�

（
上
・
36
ウ
）

恋
ノ
心
ナ
レ
ハ
イ
ワ
レ
モ
ナ
イ
無
情
ノ

水
ヲ
怨
ソ
。
待
テ
ヲ
イ
リ
ア
ラ
ネ
ハ
、

ト
ガ
モ
ナ
キ
枕
カ
ナ
ケ
ラ
ル
ヽ
ト
云
ヤ

ウ
ナ
ソ
。�

（
下
・
11
ウ
）

メ
ト
ヽ
酔
タ
レ
ド
モ
酒
ノ
酔
イ
本
性
ヲ

不
忘
ト
云
テ
意
ハ
チ
ツ
ト
モ
不
迷
ゾ

ト
ガ
ナ
キ
枕
ガ
ナ
ゲ
ラ
ル
ヽ
ト
云
ヤ
ウ

ニ
シ
テ
戯
テ
愁
ノ
心
ヲ
ウ
ツ
ス
ナ
リ

グ
リ
ハ
マ
、
ハ
マ
グ
リ
ホ
ド
ノ
コ
ト
ゾ
、

サ
ノ
ミ
チ
ガ
イ
ハ
ナ
イ
ゾ

恋
ノ
心
ナ
レ
バ
イ
ワ
レ
モ
ナ
イ
無
情
ノ

水
ヲ
怨
ゾ
、
待
テ
ヲ
リ
ア
ラ
ネ
バ
、
咎

モ
ナ
キ
枕
ガ
ナ
ゲ
ラ
ル
ヽ
ト
云
ヤ
ウ
ニ

ゾ

以
上
の
事
実
か
ら
、
国
語
研
本
が
、
桃
源
抄
の
強
い
影
響
下
で
作
製

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
．
二
．
素
隠
抄
（
刊
本
・
写
本
）
と
の
関
係

桃
源
抄
の
他
に
関
連
が
認
め
ら
れ
る
先
行
抄
と
し
て
、妙
心
寺
派
の
僧
・

説
心
慈
宣
（
？
～
一
六
二
六
）
の
著
し
た
素
隠
抄
が
あ
る
。
谷
沢
（
一
九

七
七
）な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、素
隠
抄
も
桃
源
抄
の
影
響
下
に
あ
る
。

す
で
に
⑹
ａ
に
一
部
を
示
し
た
が
、
国
語
研
本
・
上
巻
の
内
題
の
前

に
位
置
す
る
1
オ
～
1
ウ
、
2
ウ
は
、
素
隠
抄
・
巻
一
・
三
体
詩
起
か

ら
の
引
用
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、

国
語
研
本
の
全
一
七
四
首
の
う
ち
一
五
六
首
に
、
素
隠
抄
か
ら
の
引
用

と
考
え
ら
れ
る
風
・
雅
・
頌
の
六
義
に
関
す
る
書
き
入
れ
が
あ
る
（

は
、
素
隠
抄
）。

⑿
此
詩
ハ
変
小
雅
ノ
体
ソ
。
全
篇
賦
ソ
。�

此
詩
―
此
ノ
詩

�

（
国
語
研
本
・
下
・
1
ウ
欄
外
、
素
隠
抄
・
三
・
38
オ
）

⒀
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
両
者
に
は
、
本
文
に
も
類
似
点
が
あ
る
。
⒀

ａ
は
、
傍
線
部
を
除
き
、
両
者
は
一
致
す
る
。
心
田
清
播
（
一
三
七
五

～
一
四
四
七
）
の
解
釈
を
示
す
⒀
ｂ
は
、
言
い
回
し
は
異
な
る
が
、
内

容
は
等
し
い
。

⒀

国
語
研
本

素
隠
抄

ａｂ
九
淵
和
尚
入
唐
ノ
時
、
寒
山
寺
ヘ
ワ
サ

ト
行
テ
見
タ
ト
語
ラ
シ
モ
フ
ソ
。
楓
橋

ト
ハ
橋
ハ
石
シ
橋
ソ
。
楓
ハ
二
三
本
ア

ル
ソ
。
楓
橋
寺
ノ
中
ニ
太
平
寺
ト
云
カ

ア
ル
。
ソ
コ
ニ
般
若
函
ノ
ア
ル
ヲ
見
タ

レ
ハ
封
橋
常
住
ト
書
付
タ
ソ
。
然
レ
ハ

昔
ハ
封
橋
寺
ナ
ル
ヲ
後
ニ
楓
橋
寺
ト
バ

シ
云
タ
カ
。�

（
上
・
21
ウ
）

奉
帚
ハ
心
田
云
、
奉
ハ
供
奉
也
。
持
帚

洒
掃
曰
奉
帚
也
。�

（
上
・
68
ウ
）

九
淵
和
尚
入
唐
ノ
時
ニ
、
寒
山
寺
ヘ
ワ

ザ
ト
行
テ
見
タ
ト
テ
語
ラ
レ
シ
ガ
、
楓

橋
ノ
橋
ハ
石
橋
也
。
楓
ハ
二
三
本
ア
リ
。

楓
橋
寺
ノ
内
ニ
太
平
寺
ト
云
ガ
ア
ル

ソ
。
ソ
ノ
寺
ニ
般
若ニ

ヤ

函
ノ
ア
ル
ヲ
見
タ

レ
バ
封
橋
常
住
ト
書
付
タ
ソ
。
然
レ
ハ

昔
シ
ハ
封
橋
寺
ナ
ル
ヲ
後
ニ
楓
橋
寺
ト

バ
シ
云
タ
カ
。�

（
一
・
25
ウ
）

奉
帚
―
心
田
ノ
義
ニ
、
奉
ハ
供グ゛
奉

ソ
。
持シ

テ

 

レ
帚ヲ 

洒
掃
ス
ル
モ
ノ
ヲ
奉
帚
ト

云
ソ
。�

（
二
・
4
オ
）
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こ
こ
で
、
両
者
が
影
響
を
受
け
る
桃
源
抄
の
当
該
部
分
を
確
認
す
る

と
、
⒀
ａ
は
、
駒
大
本
で
は
「
九
淵
和
尚
ハ
寒
山
寺
ヘ
サ
ツ
ト
行
テ
見

タ
ト
語
ラ
レ
タ
ソ
」（
11
ウ
）
と
あ
る
の
み
で
、
相
違
が
大
き
い
。
ま

た
、
⒀
ｂ
に
示
す
心
田
の
解
釈
は
、
駒
大
本
に
は
な
い
。
等
し
く
桃
源

抄
を
踏
ま
え
た
部
分
だ
け
で
な
く
、
踏
襲
し
て
い
な
い
部
分
に
お
い
て

も
、
両
者
に
は
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
刊
本
を
比
較
対
象
と
し
て
利
用
し
て
き
た
が
、
素
隠
抄

に
は
、「
清
見
寺
節
信
和
尚
作
也
」
と
い
う
奥
書
を
持
つ
写
本
（
零
本
）

が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
平
泉
（
一
九
二
六
：
三
四
四
～
三
八
〇
）

が
紹
介
し
て
い
る
。
鈴
木
（
一
九
八
四
：
一
四
九
～
一
五
六
）
に
よ
れ

ば
、
写
本
は
「
烏
有
に
帰
し
た
」
と
い
い
、
現
存
し
な
い
が
、
平
泉
（
一

九
二
六
）
に
断
片
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
平
泉
（
一
九
二
六
）

に
引
用
さ
れ
る
写
本
を
「
写
本
素
隠
抄
」
と
呼
び
、「
刊
本
素
隠
抄
」
と

区
別
す
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
刊
本
に
は
な
い
写
本
独
自
の
本
文
が
、
国
語
研

本
に
見
つ
か
る
こ
と
で
あ
る（

（注

（
注

。
⒁
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
開
合
や
表
記

に
相
違
す
る
点
が
あ
る
が
、
写
本
素
隠
抄
と
国
語
研
本
の
本
文
が
一
致

し
て
い
る
。
⒁
ａ
に
示
さ
れ
る
刊
本
素
隠
抄
・
写
本
素
隠
抄
い
ず
れ
の

本
文
も
、
桃
源
抄
（
駒
大
本
）
に
は
見
ら
れ
な
い
。

⒁
ａ　

�

刊
本
に
「
須
臾
ト
ハ
暫
時
ト
云
義
ソ
」
と
説
く
に
対
し
、
写

本
は
「
縦
ヘ
バ
ダ
イ
ハ
フ
ヲ
十
枚
カ
サ
ネ
テ
一
刀
ニ
キ
ル
間

ノ
事
ソ
」
と
い
ふ
た
ぐ
ひ
で
あ
る
。

�

（
平
泉
（
一
九
二
六
）・
368
頁
）

　

ｂ　

�

須
臾
ト
云
ハ
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
ダ
イ
ホ
ウ
ヲ
十
枚
カ
サ
ネ
テ
一

刀
ニ
キ
ル
間
ノ
コ
ト
ソ
。�

（
国
語
研
本
・
上
・
37
ウ
）

　
ｃ　

須
臾
ト
ハ
暫サ

ン

時
ト
云
義
ソ
。�

（
刊
本
素
隠
抄
・
一
・
40
オ
）

写
本
素
隠
抄
に
の
み
存
在
す
る
本
文
に
は
、
⒁
と
異
な
り
、
桃
源
抄

を
下
敷
き
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
当
該
部
分
に
つ
い
て
、
駒
大
本
、
国

語
研
本
、
写
本
素
隠
抄
を
比
較
す
る
と
、
国
語
研
本
は
、
駒
大
本
よ
り

も
写
本
素
隠
抄
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
⒂
に
示
す
よ
う

に
、
表
記
は
異
な
る
が
、
国
語
研
本
と
写
本
素
隠
抄
の
冒
頭
で
は
、
サ

ル
ホ
ド
ニ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
駒
大
本
に
は
な
い
。
ま
た
、

駒
大
本
で
「
サ
ル
ホ
ト
ニ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
、
国
語
研
本
と
写
本
素

隠
抄
で
は
、「
サ
テ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⒂
ａ　

�

去
程
ニ
唐
人
ノ
日
本
ヘ
渡
テ
日
本
デ
セ
ラ
レ
タ
事
ヲ
用
ル
事

ハ
、
竺
化
（
竺
仙
カ
）
和
尚
大
鑑
禅
師
、
仏
光
此
三
人
ヲ
ハ

可
用
ト
、
慈
氏
和
上
ノ
御
定
ア
ツ
タ
ソ
。
サ
テ
貞
和
集
ニ
モ

三
人
ノ
頌
ガ
入
タ
ソ
。�

（
平
泉
（
一
九
二
六
）・
365
頁
）

　

ｂ　

�

サ
ル
ホ
ト
ニ
唐
人
ノ
日
本
ヘ
渡
テ
日
本
テ
セ
ラ
レ
タ
コ
ト
ヲ
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用
ル
コ
ト
ハ
、
竺
仙
和
尚
、
大
鑑
禅
師
、
仏
光
、
此
ノ
三
人

ヲ
ハ
可
レ
用
ト
慈
氏
和
尚
ノ
御
定
ア
ツ
タ
ソ
。
サ
テ
貞
和
集

ニ
モ
三
人
ノ
頌
ハ
入
タ
ソ
。�

（
国
語
研
本
・
上
・
54
ウ
）

　
ｃ　

�
唐
人
ノ
日
本
ヘ
復

ワ
タ
ツ
テ

テ
日
本
テ
セ
ラ
レ
タ
事
ヲ
用
事
ハ
、
竺

仙
和
尚
、
大
鑑
禅
師
、
仏
光
師
ト
此
三
人
ヲ
ハ
可
用
ト
、
慈

氏
ノ
御
定
ア
ツ
タ
ソ
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
貞
和
集
ニ
モ
三
人
ノ
頌

ト
モ
ハ
入
タ
ソ
。�

（
駒
大
本
・
26
オ
）

国
語
研
本
と
写
本
素
隠
抄
と
の
近
さ
が
窺
え
、
国
語
研
本
は
、
桃
源

抄
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
写
本
素
隠
抄
と
い
っ
た
、
桃
源
抄
を
基
に
編

ま
れ
た
別
の
抄
を
基
に
作
製
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

素
隠
抄
の
著
者
・
説
心
、
国
語
研
本
の
書
写
者
・
単
伝
の
師
で
あ
る

越
伝
は
、
妙
心
寺
派
の
僧
で
あ
り
、
国
語
研
本
が
書
写
さ
れ
た
乾
徳
寺

も
妙
心
寺
派
に
属
す
る
。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
国
語
研
本
は
、

妙
心
寺
系
統
の
流
れ
を
く
ん
だ
三
体
詩
抄
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
在

野
の
寺
院
で
あ
る
妙
心
寺
は
「
林
下
」
と
呼
ば
れ
、
五
山
の
官
寺
と
は

区
別
さ
れ
る
。
系
統
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
妙
心
寺
派
に
お
い
て
も
、

桃
源
ら
五
山
僧
の
解
釈
が
受
容
さ
れ
、
三
体
詩
の
抄
物
が
作
成
さ
れ
る

な
か
で
、
国
語
研
本
も
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
三
．
国
語
研
本
の
独
自
本
文

こ
れ
ま
で
は
、
先
行
抄
と
の
共
通
点
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
国
語

研
本
に
は
、
⒃
に
例
示
す
る
独
自
本
文
も
存
在
す
る
。
⒃
ａ
は
「
或
説

ニ
」
に
始
ま
る
別
の
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
⒃
ｂ
の
「
双
桂
」

は
、
惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七
）
を
指
し
、
先
行
す
る
抄
、

も
し
く
は
、
講
義
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
⒃
ｃ
の
「
私
云
」
は
、

抄
者
、
ま
た
は
、
書
写
者
の
解
釈
を
示
す
可
能
性
が
高
い
。
⒃
ｄ
に
掲

げ
る
よ
う
に
、
宋
代
の
詩
集
『
淮
海
挐
音
』
を
始
め
と
す
る
書
籍
の
引

用
も
見
つ
か
る
。

⒃
ａ　

� 

或
説 

ニ
、
底
心
ハ
、
天
下
大
道
ニ
ア
ラ
ス
。
キ
ヽ
モ
シ
ラ
ヌ

小
道
ニ
テ
、
イ
ツ
ク
ヘ
行
モ
、
我
等
カ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ヤ
、

貴
方
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
、
人
カ
許
容
セ
ヌ
ソ
。

�

（
上
・
34
オ
、
34
ウ
）

　

ｂ　

� 

双
桂
云 

、
長
楊
ハ
、
長
ク
ウ
ヘ
ナ
ラ
ベ
タ
ル
楊
柳
マ
テ
ソ
。

又
楊
貴
妃
カ
楊
氏
ノ
義
ニ
モ
ト
ル
。�

（
上
・
7
オ
）

　
ｃ　

� 

私
云 

、
帰
雁
者
向
北
帰
雁
也
。�

（
上
・
12
ウ
）

　

ｄ　
� 

淮
海
挐
音 

巻
上
、
楓
橋
題
云
…�

（
上
・
19
オ
）

た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
、
書
写
者
・
単
伝
に
よ
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ

た
も
の
か
、
国
語
研
本
が
依
拠
し
た
抄
に
す
で
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
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る
か
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
な
く
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

四
．
四
．
国
語
研
本
に
関
す
る
ま
と
め

以
上
、
確
認
し
た
国
語
研
本
の
本
文
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①�

主
と
し
て
桃
源
瑞
仙
の
三
体
詩
抄
と
共
通
す
る
本
文
か
ら
な
り
、

他
の
五
山
僧
の
講
説
な
ど
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

②�

本
文
や
書
き
入
れ
に
刊
本
素
隠
抄
と
の
関
連
が
う
か
が
え
、
現
存

し
な
い
写
本
素
隠
抄
と
共
通
す
る
本
文
も
見
え
る
。
桃
源
抄
よ
り

写
本
素
隠
抄
に
一
致
す
る
点
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
桃
源
抄

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
桃
源
抄
を
取
り
込
ん
だ
別
抄
を
基
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③�

国
語
研
本
は
、
説
心
や
単
伝
の
師
・
越
伝
の
属
し
た
妙
心
寺
派
の

流
れ
を
く
む
三
体
詩
抄
で
あ
る
。
没
年
な
ど
か
ら
推
測
す
る
に
、

単
伝
に
よ
っ
て
一
七
世
紀
後
半
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

④�

先
行
抄
の
写
本
と
見
る
べ
き
か
、
先
行
抄
を
基
に
単
伝
に
よ
る
増

補
・
改
訂
を
経
て
、
新
た
に
成
立
し
た
抄
と
捉
え
る
べ
き
か
は
決

め
手
を
欠
く
。
仮
に
先
行
抄
の
大
部
分
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
先
行
抄
の
成
立
は
写
本
素
隠
抄
よ
り
後
の
可
能
性

が
高
く
、
一
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
国
語
研
本	

―
桃
源
抄
と
の
比
較
を
通
じ
て
―

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
文
献
学
的
成
果
を
基
に
、
国
語

研
本
の
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
活
用
例
を
提
示
し
た
い
。

先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
国
語
研
本
は
、
か
な
り
の
分
量
の
桃

源
抄
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
文
明
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）

期
の
講
義
に
基
づ
く
桃
源
抄
と
、
近
世
初
期
写
の
国
語
研
本
と
の
間
に

は
時
代
の
隔
た
り
が
あ
る
。
桃
源
抄
が
国
語
研
本
に
組
み
込
ま
れ
る
際

に
、
表
現
が
改
め
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
生
じ
た
言
語
変
化
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
桃
源
抄
（
駒
大
本
）
に
見
え
る
「
タ
ト
ユ
ル
」（
2
ウ
）

は
、
国
語
研
本
で
は
「
タ
ト
エ
ル
」（
上
・
5
オ
）
で
あ
る
。
近
世
期
に

二
段
活
用
の
一
段
化
が
進
行
し
た
結
果
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
駒
大
本
の
「
寒
山
寺
ヘ
サ
ツ
ト
行
テ
」（
11
ウ
）
の
「
サ
ツ
ト
」

が
、
国
語
研
本
で
は
「
ワ
サ
ト
」（
上
・
21
ウ
）
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
ザ

ト
は
「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』、
以
下

『
日
国
』）
の
意
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
日
国
』
に
お
け
る
初
出
例
は
『
野

犴
集
』（
一
六
五
〇
）
で
あ
る
。
近
世
期
に
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
新
用
法
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が
、
国
語
研
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

両
本
間
の
相
違
の
中
で
最
も
興
味
深
い
の
は
、
動
詞
「
ネ
マ
ル
」
を

巡
る
も
の
で
あ
る
。
駒
大
本
に
は
、
五
つ
の
ネ
マ
ル
（
名
詞
＋
デ
＋
ネ

マ
ル
3
例
、
動
詞
＋
テ
ネ
マ
ル
2
例
）
の
例
が
あ
る
。
う
ち
3
例
は
国

語
研
本
に
対
応
す
る
本
文
が
存
す
る
が
、
⒄
に
示
す
よ
う
に
、
い
ず
れ

も
ヲ
リ
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

⒄

駒
大
本

国
語
研
本

ａｂｃ

長
廊
下
ヲ
僧
タ
チ
ハ
シ
ツ
テ
我
塔
頭
ヤ

寮
舎
ヤ
ナ
ト
ヘ
帰
リ
ハ
テ
、
サ
シ
テ
人

ハ
一
人
モ
ナ
キ
時
キ
ニ
、
李
渉
カ
独
立

シ
テ
、
尽
日
、
門
前
ニ
松
ヲ
ウ
チ
看
テ

ネ
マ
ル
ソ
。�

（
46
オ
、
46
ウ
）

ク
ワ
ヤ
ス
キ
ヤ
ナ
ン
ト
ヲ
把
テ
、
自
耕

テ
百
性
太
郎
ト
ナ
リ
ハ
テ
ヽ
、
一
布
衣

テ
ネ
マ
リ
タ
イ
ト
云
ヘ
シ
ト
云
ソ
。

�

（
23
オ
）

明
―
新
正
ト
云
イ
、
故
人
ニ
逢
ト
云

イ
、
帝
ニ
目
出
度
、
ウ
レ
シ
ケ
レ
ト
モ
、

何
モ
シ
ヨ
ウ
ハ
、
今
夜
ノ
名
残
テ
、
明

朝
ハ
帰
ラ
シ
モ
タ
ラ
ハ
、
門
ウ
チ
掩
テ
、

千
竿
修
竹
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
、
只
一
老
身
ハ

カ
リ
テ
ネ
マ
ラ
ウ
ス
マ
テ
ヂ
ヤ
ヨ
。

�

（
52
オ
）

長
廊
ヲ
下
テ
僧
タ
チ
ハ
、
シ
ツ
〳
〵
ト

我
塔
頭
ヤ
寮
舎
ヘ
帰
リ
ハ
テ
ヽ
、
人
ハ

一
人
モ
ナ
キ
時
ニ
、
李
渉
カ
独
立
シ
テ
、

尽
日
、
門
前
ニ
松
ウ
チ
看
テ
ヲ
ル
ソ
。

�

（
中
・
7
ウ
）

钁
ヤ
鍬
ヤ
ナ
ン
ト
ヲ
把
テ
、
自
耕
シ
テ

百
姓
太
郎
ト
ナ
リ
ハ
テ
ヽ
、
ヌ
ノ
コ
カ

ミ
ヅ
キ
ン
ナ
ト
ニ
テ
、
一
布
衣
テ
ヲ
ル

ト
答
ヘ
ヨ
ソ
。�
（
上
・
48
オ
）

明
朝
―
新
正
ト
云
イ
、
故
人
ニ
逢
ト

云
イ
、
旁
々
目
出
度
ク
、
ウ
レ
シ
ケ
レ

ト
モ
、
何
モ
支
用
ハ
、
今
夜
一
夜
ノ
ナ

コ
リ
テ
、
明
朝
ハ
帰
ラ
シ
モ
ウ
タ
ラ
ハ
、

門
ウ
チ
掩
テ
、
千
竿
修
竹
ノ
中
ニ
、
一

老
身
ハ
カ
リ
テ
ヲ
ラ
ウ
ス
マ
テ
チ
ヤ
ヨ
。

�

（
中
・
14
ウ
、
15
オ
）

ま
た
、
駒
大
本
が
欠
く
後
半
部
に
つ
い
て
、
集
成
抄
・
国
立
国
会
図

書
館
蔵
絶
句
鈔
（
以
下
、
国
会
図
書
館
本
）
の
桃
源
抄
の
引
用
と
国
語

研
本
を
比
べ
る
と
、
⒅
に
示
す
よ
う
に
、
桃
源
抄
の
引
用
に
見
え
る
動

詞
＋
テ
ネ
マ
ル
2
例
が
、
国
語
研
本
で
は
、
同
様
に
、
動
詞
＋
テ
ヲ
ル

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

⒅

国
会
図
書
館
本

国
語
研
本

ａｂ
桃
云
…
中
略
…
サ
テ
中
ニ
居
ル
時
ハ
、

洞
門
ヲ
チ
深
鎖
テ
碧
窓
ノ
寒
処
ニ
暁
露

ヲ
滴
テ
朱
ヲ
ス
リ
テ
周
易
ヲ
点
シ
テ
ネ

マ
ラ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ
、
人
ノ
不
識
コ
ソ
道

理
ソ
。�

（
六
・
105
オ
、
105
ウ
）

桃
云
…
中
略
…
時
世
ニ
ヨ
ク
用
ラ
レ
ハ

セ
イ
テ
、
ヤ
ウ
〳
〵
協
律
郎
ニ
ナ
リ
テ

ネ
マ
リ
タ
ソ
。�

（
五
・
110
ウ
、
111
オ
）

サ
テ
中
ニ
居
ル
時
ハ
、
洞
門
ウ
チ
深
鎖

テ
碧
窓
ノ
寒
処
ニ
暁
露
ヲ
滴
テ
朱
ヲ
ス

リ
テ
、
周
易
ヲ
点
シ
テ
ヲ
ル
ホ
ト
ニ
、

人
ノ
不
識
コ
ソ
道
理
ヨ
。

�

（
下
・
91
オ
）

サ
ル
ホ
ト
ニ
、
時
世
ニ
ヨ
ク
用
ラ
レ
ハ

セ
イ
テ
、
ヤ
ウ
〳
〵
協
律
郎
ニ
ナ
リ
テ

ヲ
ル
ソ
。�

（
下
・
8
オ
）

国
語
研
本
に
は
、
本
動
詞
を
含
め
、
ネ
マ
ル
の
使
用
例
は
な
く
、
桃

源
抄
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ネ
マ
ル
の
使
用
を
一
貫
し
て
避
け
る
傾
向
が

見
て
取
れ
る
。

抄
物
資
料
の
ネ
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
山
本
（
二
〇
二
三
：
一
八
三
～

一
九
九
）
が
詳
し
い
。『
四
河
入
海
』『
史
記
抄
』
な
ど
の
関
西
系
の
抄

物
に
ま
と
ま
っ
た
用
例
が
あ
り
、
本
動
詞
と
し
て
「
座
る
～
黙
坐
」「
存

在
」
の
二
つ
の
意
味
を
持
つ
こ
と
、
補
助
動
詞
と
し
て
「
結
果
状
態
」

「
反
復
・
習
慣
」「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
を
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表
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
山
本
（
二
〇
二
三
）
に
基
づ
き
、

⒆
に
補
助
動
詞
の
各
用
法
の
具
体
例
を
示
す
。

⒆
ａ　

�
是
ハ
世
間
ノ
小
人
ト
モ
ノ
時
ヲ
得
レ
ハ
、
人
ヲ
ヲ
ト
シ
テ
、

サ
テ
禄
ニ
飽
テ
ネ
マ
ル
者
ヲ
指
シ
テ
云
ソ
。

�
（
結
果
状
態
：
四
河
入
海
・
一
一
ノ
三
・
31
ウ
）

　

ｂ　

�

サ
テ
坡
言
ハ
我
ガ
家
ニ
ハ
竈
ノ
火
タ
イ
テ
フ
ス
ホ
リ
カ
ヘ
ツ

テ
、
盆
瓶
ヲ
洗
テ
ネ
マ
ル
婦
女
ノ
ア
ル
マ
テ
ソ
。		


�

（
反
復
・
習
慣
：
四
河
入
海
・
一
九
ノ
一
・
26
オ
、
ウ
）

　
ｃ　

�

カ
ウ
秋
来
無
音
ナ
ル
カ
、
ナ
ニ
タ
ル
ソ
ト
云
ヘ
ハ
、
ハ
ヤ
寒

茎
ヲ
抱
テ
死
テ
ネ
マ
ル
ソ
。

�

（
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
：
四
河
入
海
・
一
一
ノ
三
・
30
ウ
）

山
本
（
二
〇
二
三
）
は
、
補
助
動
詞
ネ
マ
ル
が
表
す
「
状
態
」
の
特

徴
と
し
て
、
テ
ア
ル
・
テ
イ
ル
・
テ
ヲ
ル
と
異
な
り
、「
マ
イ
ナ
ス
ニ
ュ

ア
ン
ス
や
卑
語
の
意
味
合
い
」
を
伴
う
「
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
多
」
い
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
先
の
駒
大
本
の
挙
例

で
も
、
⒄
ｂ
は
百
姓
を
卑
下
す
る
表
現
で
あ
る
「
百
姓
太
郎
」
に
成
り

果
て
、
平
民
の
着
る
「
布
衣
」
を
ま
と
っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
す

際
に
、
⒅
ｂ
は
厚
遇
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
協
律
郎
」
と
い
う
身
分
に
留

ま
る
こ
と
を
表
す
際
に
、
ネ
マ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
。

補
助
動
詞
ネ
マ
ル
と
ヲ
ル
の
交
替
の
理
由
を
探
る
た
め
、
駒
大
本
・

国
語
研
本
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
を
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

テ
ア
ル
・
テ
イ
ル
・
テ
ヲ
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
ま
た
、
こ
れ
ら
三

つ
の
形
式
に
つ
い
て
、
動
詞
に
続
く
仮
名
書
き
の
例
に
限
り
、
駒
大
本

と
国
語
研
本
の
対
応
関
係
を
調
べ
る
と
、
駒
大
本
の
使
用
形
式
が
国
語

研
本
で
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
お
り
、
3
形
式
の
交
替
例
は
存
在
し
な

い
。
国
語
研
本
に
お
い
て
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
は
、

テ
ネ
マ
ル
だ
け
で
あ
る
。

ネ
マ
ル
と
ヲ
ル
の
交
替
に
は
、
両
者
の
表
す
卑
語
的
意
味
が
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
、
動
詞
＋

ヲ
ル
、
テ
ヲ
ル
が
卑
語
的
意
味
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
柳
田
（
一
九
九

一
：
一
九
二
～
二
三
五
）、
青
木
（
二
〇
一
〇
：
一
六
七
～
一
八
二
）
に

詳
し
い
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
補
助
動
詞
ヲ
ル
同
様
、
ネ
マ
ル
も
、「
マ
イ

ナ
ス
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
卑
語
の
意
味
合
い
」
を
帯
び
た
用
例
が
多
い
。
ネ

マ
ル
の
表
す
卑
語
性
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
�
に
示
す
よ
う

に
、
テ
ネ
マ
ル
に
尊
敬
の
ル
・
ラ
ル
が
後
接
す
る
例
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
�
は
、
仲
算
と
良
源
が
、
い
き
り
立
っ
て
宗
論
を
戦
わ
せ
て
い
る

場
面
で
、
両
僧
へ
の
敬
意
を
表
す
た
め
に
、
尊
敬
の
ル
が
テ
ネ
マ
ル
に

後
接
し
て
い
る
。
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��
【
引
用
者
注
：
応
和
の
宗
論
に
お
い
て
高
僧
・
仲
算
と
良
源
が
】
両

方
ツ
ノ
メ
立
テ
ネ
マ
ラ
レ
タ
ソ
。

�

（
首
楞
厳
経
桃
源
抄
・
二
・
33
ウ
）

西
尾
（
二
〇
一
五
）
は
、
卑
語
性
を
伴
う
マ
イ
ナ
ス
待
遇
表
現
形
式

に
つ
い
て
、
社
会
的
関
係
性
を
表
す
「
関
係
性
待
遇
」
と
、
話
し
手
自

ら
の
感
情
を
吐
露
す
る
「
感
情
性
待
遇
」
と
を
区
別
し
て
い
る
。
尊
敬

の
ル
・
ラ
ル
と
共
起
す
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ネ
マ
ル
の
表
す
卑
語

性
は
、「
関
係
性
待
遇
」
で
は
な
く
、「
感
情
性
待
遇
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

青
木
（
二
〇
一
〇
）
は
、
補
助
動
詞
「
～
ヨ
ル
」
の
卑
語
化
に
つ
い

て
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
か
ら
感
情
性
待
遇
を
表
示
す
る
形
式
へ
の
変
化

を
想
定
す
る
。
補
助
動
詞
ネ
マ
ル
も
、
同
様
の
変
化
を
た
ど
り
、
中
世

後
期
に
卑
語
性
（
感
情
卑
語
）
を
帯
び
た
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

桃
源
抄
（
駒
大
本
、
国
会
図
書
館
本
の
引
用
）
に
お
け
る
補
助
動
詞

ネ
マ
ル
が
国
語
研
本
で
ヲ
ル
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
感
情

性
待
遇
（
感
情
卑
語
）
を
表
す
ネ
マ
ル
の
衰
退
と
ヲ
ル
の
卑
語
的
意
味

の
獲
得
を
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

ネ
マ
ル
の
卑
語
性
は
、
山
本
（
二
〇
二
三
）
が
注
で
指
摘
す
る
に
と

ど
め
た
た
め
か
、
ヲ
ル
の
卑
語
化
に
比
べ
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
ネ
マ
ル
は
ヲ
ル
に
先
立
ち
卑
語
性
を
帯
び
た
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か

け
て
進
行
し
た
ヲ
ル
の
卑
語
化
は
、
ネ
マ
ル
の
後
を
お
そ
う
と
い
っ
た

面
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（

（注

（
注

。

六
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
国
語
研
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
活
用
例
を
示
し
た
。
国
語
研
本

は
、
文
明
期
に
成
立
し
た
桃
源
抄
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
本
文

は
、
文
明
期
と
、
書
写
時
で
あ
る
近
世
初
期
、
両
方
の
言
語
的
特
徴
が

な
い
ま
ぜ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
独
で
は
言
語
資
料
と
し
て

扱
い
づ
ら
く
、
先
行
抄
と
比
較
し
、
本
文
の
異
同
を
抑
え
た
上
で
、
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
ネ
マ
ル
と
ヲ
ル
の
交
替
に
つ
い
て
は
、

時
代
差
に
よ
る
変
化
と
捉
え
、
方
言
差
と
い
う
解
釈
は
取
ら
な
か
っ
た
。

書
写
者
と
推
定
し
た
単
伝
の
出
生
・
生
育
地
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な

い
が
、
方
言
の
反
映
と
認
め
る
べ
き
他
の
現
象
が
、
国
語
研
本
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
国
語
研
本
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
素
隠
抄
に
は
、「
素

隠
自
身
の
講
解
が
濃
厚
に
出
て
い
る
」
律
詩
の
注
釈
に
、「
東
国
方
言
的
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要
素
が
指
摘
で
き
る
」
と
い
う
鈴
木
（
一
九
八
四
）
の
指
摘
も
あ
る
。

鈴
木
（
一
九
八
四
）
は
、「
素
隠
ゆ
か
り
の
相
模
地
方
」
で
「
か
い
こ
か

ご
」
を
意
味
す
る
「
ヱ
ガ
」（
三
之
一
・
21
オ
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
妙
心
寺
派
の
抄
物
に
方
言
的
要

素
が
み
ら
れ
る
と
の
指
摘
は
、
管
見
の
限
り
、
鈴
木
（
一
九
八
四
）
の

他
に
例
を
見
な
い
。

書
写
地
で
あ
る
乾
徳
寺
や
、
単
伝
が
住
職
を
務
め
た
慈
眼
寺
の
あ
る

愛
知
に
お
け
る
近
世
初
期
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
、
国
語
研
本
と
愛
知
方

言
と
の
関
連
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

注
1	

二
〇
一
八
年
一
一
月
に
受
信
し
た
国
語
研
図
書
室
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
に

基
づ
く
。

注
2	

国
語
研
の
サ
イ
ト
で
は
、
丁
数
付
き
で
カ
ラ
ー
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

画
像
に
付
さ
れ
た
丁
数
と
本
稿
で
示
す
丁
数
は
、
上
巻
は
一
致
す
る
が
、

中
巻
・
下
巻
は
異
な
る
。
中
巻
16
表
に
は
別
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ

ト
で
は
、
別
紙
が
判
読
可
能
な
画
像
を
16
オ
、
別
紙
を
め
く
っ
た
同
じ
丁

の
画
像
を
17
オ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
巻
の
丁
数
は
相
違
す
る
。

ま
た
、
本
稿
は
墨
付
き
の
丁
数
を
示
す
が
、
サ
イ
ト
で
は
遊
紙
も
含
め
て

い
る
た
め
、
サ
イ
ト
の
下
巻
4
オ
が
、
本
稿
の
下
巻
1
オ
と
な
る
。

注
3	

中
巻
と
下
巻
は
、
裏
見
返
し
の
内
側
に
「
慈
眼
常
住
／
三
ヶ
之
内
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
巻
末
の
遊
紙
だ
っ
た
も
の
が
、
裏
見
返
し
と
し
て
利
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
4	

没
年
は
「
享
保
十
三
戌
申
三
月
七
日
」（
六
三
〇
頁
）
と
す
る
『
春
日
井

市
史
』
に
従
う
。
黄
檗
僧
の
嗣
法
の
年
は
、『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
の

「
黄
檗
法
系
譜
」
に
よ
る
。

注
5	

越
伝
の
事
績
は
、『
越
伝
禅
師
慈
眼
禅
寺
語
録
』
の
「
行
由
」
を
基
に
、

『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
に
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
参
照

し
た
。

注
6	

旧
蔵
者
と
み
ら
れ
る
慈
眼
寺
に
調
査
へ
の
協
力
を
求
め
た
が
、
回
答
を
得

る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

注
7	

「
慈
眼
寺
古
記
録
」
は
、
末
尾
に
「
安
永
三
甲
午
三
月　

慈
眼
五
代
林
泉

記
」
と
あ
り
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
林
泉
如
清
（
宝
暦
五
年
［
一

七
五
五
］
嗣
法
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
黄
檗
法
系
譜
」

に
よ
れ
ば
、
単
伝
か
ら
林
泉
に
至
る
系
譜
は
、
単
伝
元
指
―
鷲
山
浄
極

―
鏡
巌
衍
輝
―
林
泉
如
清
と
な
る
。

注
8	

慈
眼
寺
再
興
の
経
緯
を
巡
り
、『
尾
張
徇
行
記
』（
文
政
五
年
［
一
八
二
二
］

序
）「
上
条
入
鹿
新
田
」
の
項
に
は
、「
越
伝
天
和
三
亥
年
四
月
七
日
迂
化

シ
、
此
寺
ハ　

邦
君
御
一
代
ノ
尊
慮
ナ
ル
ヤ
、
其
時
終
ニ
廃
寺
ト
ナ
レ
リ
、

越
伝
ノ
弟
子
単
伝
和
尚
此
地
ニ
住
居
セ
シ
カ
、
衆
人
ノ
帰
依
願
望
ニ
ヨ
ツ

テ
、
宝
永
六
丑
年
九
月
知
多
郡
須
佐
村
正
覚
寺
ヲ
此
地
ニ
移
シ
、
寺
号
ヲ

譲
受
、
正
徳
二
辰
年
黄
檗
派
紫
金
山
慈
眼
寺
ト
改
号
シ
、
宇
治
万
福
寺
ニ

属
シ
越
伝
ヲ
開
山
ト
セ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ

れ
ば
、
正
覚
寺
の
当
地
へ
の
移
転
が
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
慈
眼
寺

へ
の
改
号
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
と
な
る
。

注
9	

漢
詩
本
文
に
は
、
他
に
、「
東
漸
点
」（
上
・
12
ウ
）、「
天
隠
点
」（
上
・
12

ウ
）、「
漁
庵
点
」（
上
・
19
ウ
）、「
信
仲
点
」（
上
・
19
ウ
）、「
常
庵
点
」

（
上
・
24
オ
）、「
勝
定
国
師
ノ
点
并
村
庵
」（
上
・
35
ウ
）、「
桃
点
」（
上
・

49
ウ
）、「
義
堂
ノ
点
」（
上
・
64
ウ
）、「
心
田
和
上
点
」（
中
・
81
オ
）、

「
江
西
点
」（
上
・
81
ウ
）、「
九
淵
点
」（
中
・
31
オ
）
な
ど
の
注
記
が
あ

る
。
東
漸
健
易
（
東
漸
）、
天
隠
竜
沢
（
天
隠
）、
南
江
宗
沅
（
漁
庵
）、
信
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仲
以
篤
（
新
仲
）、
常
庵
竜
崇
（
常
庵
）、
絶
海
中
津
（
勝
定
国
師
）、
桃

源
瑞
仙
（
桃
）、
義
堂
周
信
（
義
堂
）、
心
田
清
播
（
心
田
和
上
）、
江
西

竜
派
（
江
西
）、
九
淵
龍
賝
（
九
淵
）
の
訓
法
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
典
拠
は
不
明
だ
が
、「
旧
点
」（
中
・
33
オ
）、「
新
点

也
」（
上
・
84
ウ
）
と
い
っ
た
注
記
も
見
え
る
。

注
10	

後
述
す
る
⒁
ａ
、
⒂
ａ
の
他
に
、
刊
本
の
「
無
体
ナ
リ
ト
テ
先
師
大
ニ
腹

立
セ
ラ
レ
タ
ゾ
」（
一
・
1
オ
）
に
対
応
す
る
写
本
の
本
文
が
、「
先
師
大

ニ
立
腹
シ
テ
、
ナ
ニ
モ
シ
ラ
ヌ
土
入
道
チ
ヤ
ト
云
タ
ソ
」
で
あ
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
は
、『
三
体
詩
』
の
「
求
名
公
校
正
咨
目
」

の
注
釈
で
あ
る
が
、
国
語
研
本
で
は
、
刊
本
素
隠
抄
（
一
・
1
オ
）
と
共

通
す
る
「
是
ハ
、
季
昌
カ
此
ノ
詩
ノ
集
ヲ
註
シ
了
、
王
公
大
人
及
耆
旧
老

成
タ
チ
ニ
才
名
ア
ル
人
ノ
御
目
ニ
カ
ケ
テ
、
若
差
誤
ア
ラ
ハ
、
校
へ
正
シ

テ
、
御
ナ
ヲ
シ
ナ
サ
レ
タ
マ
ワ
レ
ト
云
義
」（
上
・
1
ウ
）
と
い
う
一
文

が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
平
泉
（
一
九
二
六
）
の
引
用
文
（
刊
本
・
写
本
）

に
対
応
す
る
本
文
は
な
い
。

注
11	

い
ず
れ
も
孤
例
で
あ
る
が
、
駒
大
本
に
は
動
詞
＋
ヨ
ル
、
国
語
研
本
に
は

動
詞
＋
ヲ
ル
の
例
が
あ
る
。

注
12	

補
助
動
詞
ネ
マ
ル
が
卑
語
化
し
た
要
因
と
し
て
、
山
本
（
二
〇
二
三
）
は

ネ
マ
ル
が
「
俗
語
で
あ
る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
、

ネ
マ
ル
の
俗
語
性
が
影
響
し
た
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
ネ
マ

ル
の
卑
語
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
青
木
（
二
〇
一
〇
）
が
補
助
動
詞
「
～
ヨ

ル
」
の
卑
語
化
に
つ
い
て
想
定
す
る
「
文
法
体
系
か
ら
の
は
み
出
し
」
と

捉
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
テ
ア
ル
や
テ
イ
ル
と
い
っ
た
他
形
式
と
の
張

り
合
い
の
中
で
、
テ
ネ
マ
ル
が
卑
語
化
し
た
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

【
調
査
資
料
】

　

引
用
に
際
し
、
私
に
句
読
点
や
傍
線
を
加
え
る
な
ど
し
た
。
清
濁
は
元
の
マ
マ

で
あ
る
。

○
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
蔵
絶
句
抄
…
国
語
研
の
カ
ラ
ー
画
像

（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=zekksyo

）
な
ら

び
に
原
本
○
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
三
体
唐
詩
絶
句
鈔
…
駒
沢
大
学
電
子
貴
重
書
庫

の
カ
ラ
ー
画
像
（http://repo.kom

azaw
a-u.ac.jp/opac/repository/

collections/41264/

）
な
ら
び
に
原
本
○
清
家
文
庫
蔵
三
体
詩
抄
…
京
都
大
学
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
カ
ラ
ー
画
像
（https://rm

da.kulib.kyoto-u.
ac.jp/item

/rb00007981

）
○
三
体
詩
素
隠
抄
（
刊
本
）…
抄
物
大
系
（
勉
誠
社
）

○
国
立
国
会
図
書
館
蔵
絶
句
鈔
…
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

カ
ラ
ー
画
像
（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606915

）
○
三
体
詩
塩

瀬
宗
和
抄
…
抄
物
小
系
○
四
河
入
海
…
抄
物
資
料
集
成
（
清
文
堂
出
版
）
○
『
越

伝
禅
師
慈
眼
禅
寺
語
録
』… 

駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本
○
首
楞
厳
経
桃
源
抄
…
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
『
蕉
了
記
』
の
写
真
帳
○
尾

張
徇
行
記
…
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
五
巻　

尾
張
徇
行
記
（
二
）』（
名
古
屋
市

教
育
委
員
会
）
○
『
富
岡
文
庫
御
蔵
書
第
二
回
入
札
目
録
』
…
九
州
大
学
附
属
図

書
館
雅
俗
文
庫
蔵
本
○
『
春
日
井
市
史
』（
春
日
井
市
、
一
九
七
三
年
の
復
刻
版

に
よ
る
）�

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
〇
日
最
終
確
認

【
参
考
文
献
】

青
木
博
史
（
二
〇
一
〇
）『
語
形
成
か
ら
見
た
日
本
語
文
法
史
』
ひ
つ
じ
書
房

大
槻
幹
郎
・
加
藤
正
俊
・
林
雪
光
編
（
一
九
八
八
）『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
思

文
閣
出
版

春
日
井
市
教
育
委
員
会
事
務
局
（
一
九
九
八
）「
木
造
聖
観
世
音
菩
薩
坐
像
」『
郷

土
誌
か
す
が
い
』
五
三
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鈴
木
博
（
一
九
八
四
）『
室
町
時
代
語
論
考
』
清
文
堂
出
版

谷
沢
尚
一
（
一
九
七
七
）「
解
説
」
中
田
祝
夫
編
『
三
体
詩
素
隠
抄
』
勉
誠
社

西
尾
純
二
（
二
〇
一
五
）『
マ
イ
ナ
ス
の
待
遇
表
現
行
動
―
対
象
を
低
く
悪
く
扱

う
表
現
へ
の
規
制
と
配
慮
―
』
く
ろ
し
お
出
版

芳
賀
幸
四
郎
（
一
九
六
〇
）『
三
条
西
実
隆
』
吉
川
弘
文
館

東
春
日
井
郡
役
所
（
一
九
二
三
）『
東
春
日
井
郡
誌
』

平
泉
澄
（
一
九
二
六
）『
我
が
歴
史
観
』
至
文
堂

古
田
龍
啓
（
二
〇
二
一
）「
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
『
三
体
唐
詩
絶
句
鈔
』
に
つ
い

て
―
桃
源
瑞
仙
の
三
体
詩
の
抄
物
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
訓
点
語
と
訓
点
資

料
』
一
四
六

柳
田
征
司
（
一
九
九
一
）『
室
町
時
代
語
資
料
に
よ
る
基
本
語
詞
の
研
究
』
武
蔵

野
書
院

柳
田
征
司
（
二
〇
〇
四
）「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
集
類
の
部
）」『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
一
一
三

山
本
佐
和
子
（
二
〇
二
三
）『
抄
物
の
言
語
と
資
料
―
中
世
室
町
期
の
形
容
詞
派

生
と
文
法
変
化
―
』
く
ろ
し
お
出
版

付
記

　

本
稿
は
、
第
二
八
一
回
筑
紫
日
本
語
研
究
会
（
令
和
二
年
八
月
一
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
そ

の
他
で
、
貴
重
な
意
見
頂
い
た
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
お
い
て
、
国
立

国
語
研
究
所
を
始
め
と
す
る
各
所
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

る
。

（
ふ
る
た　

た
つ
ひ
ろ
・
九
州
大
学
学
術
研
究
員
）




